
止水板 

【施工例】 【止水板、目地材の取り付け見取り図】

コンクリートは鉄(鋼)と同じ線膨張係数(温度の上昇に対して長さが変化する割合)を有しており

例えば鉄道のレールが夏場に伸びるように、コンクリートにも大きな熱膨張圧が発生します。 

この熱膨張圧を逃がすためにコンクリート構造物には、伸縮目地部(間隙部)を設けて、充填材

として目地部の動きに追従できる目地材を設置します。夏場は膨張により目地部が縮み、冬場は開

くので、目地材には圧縮復元性能が求められます。 

当社はスポンジゴムの弾性に着目し、独立気泡ゴム製目地材を１９５８年に開発、日本で始め

て愛知用水公団、黒四ダムで採用され、商品名エラスチックフィラーは今日では目地材の一般名称

として使われるまでに普及されています。 

目地材 

ゴム発泡目地材

連続気泡スポンジ 独立気泡スポンジ



引張試験 

試験項目 引張強さ 

MPa 

伸び 

％ 

Ａタイプ 1.47以上 100 以上 25 以上 200以上 

Ｃタイプ 1.96以上 100 以上 50 以上 300以上 

品 

種 
Ｄタイプ 0.98以上 100 以上 30 以上 100以上 

試験方法 JIS K 6251 JIS K 6253-3 JIS K 7222 

品 　種 Ａタイプ、Ｃタイプ、Ｄタイプ 

厚 　さ 10 ㎜、20 ㎜ 

寸 　法 幅 1000 ㎜×長さ 1000 ㎜ 

EFS-04 

 品種・物性規格 

形状･寸法 

施工方法 

①軽量で、カッターナイフで切断が可能。

②釘止め又は接着剤で取付けが可能。

③瀝青のような、はみ出し、流出がない。

④独立気泡スポンジなので水を吸わない。

⑤長期間の繰り返し変形に順応できる。

硬 さ 

タイプＡ

見かけ密度 

kg/m3 

CZ.25.11 

※製品の形状・寸法は改良のため予告なしに変更することがありますのでご了承ください。

特　長　

①先行コンクリートの型枠組みの際に、止水板を
　バタ角または型枠に固定する。

②先行コンクリート打設後にバタ角を取り除く。

③後行コンクリートの型枠組みに際し、先行コン
　クリートにエラスチックフィラーをコンクリー
　ト釘で固定する。

④後行コンクリートを打設し施工完了。




